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(57)【要約】
【課題】  極めて高効率で高輝度、高寿命の光出力を有
する有機発光素子を提供する。
【解決手段】  陽極及び陰極からなる一対の電極と、該
一対の電極間に扶持された一または複数の有機化合物か
らなる層を少なくとも有する有機発光素子において、前
記有機化合物を含む層の少なくとも一層は、同一分子内
に少なくとも複数個の重合性二重結合を有するトリアリ
ールアミン化合物を含有する重合膜から成る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  同一分子内に少なくとも複数個の重合性
二重結合を有することを特徴とするトリアリールアミン
化合物。
【請求項２】  前記重合性二重結合が、炭素－炭素の二
重結合からなることを特徴とする請求項１に記載のトリ
アリールアミン化合物。
【請求項３】  前記炭素－炭素の二重結合が、置換また
は未置換のビニル基、或いは置換または未置換のアクリ
ル酸エステル基からなることを特徴とする請求項２に記
載のトリアリールアミン化合物。
【請求項４】  前記重合性二重結合基を、少なくとも３
個以上有することを特徴とする請求項１～３のいずれか
に記載のトリアリールアミン化合物。
【請求項５】  請求項１～４のいずれかに記載のトリア
リールアミン化合物を含有することを特徴とする重合
膜。
【請求項６】  陽極及び陰極からなる一対の電極と、該
一対の電極間に扶持された一または複数の有機化合物か
らなる層を少なくとも有する有機発光素子において、前
記有機化合物を含む層の少なくとも一層は、同一分子内
に少なくとも複数個の重合性二重結合を有するトリアリ
ールアミン化合物を含有する重合膜から成ることを特徴
とする有機発光素子。
【請求項７】  前記重合膜が、正孔注入層、正孔輸送
層、または発光層に用いられることを特徴とする請求項
６に記載の有機発光素子。
【請求項８】  前記重合性二重結合が、炭素－炭素の二
重結合からなることを特徴とする請求項６または７に記
載の有機発光素子。
【請求項９】  前記炭素－炭素の二重結合が、置換また
は未置換のビニル基、或いは置換または未置換のアクリ
ル酸エステル基からなることを特徴とする請求項８に記
載の有機発光素子。
【請求項１０】  前記重合性二重結合基を、少なくとも
３個以上有することを特徴とする請求項６～９のいずれ
かに記載の有機発光素子。
【請求項１１】  請求項６～１０のいずれかに記載の有
機発光素子の製造方法であって、前記トリアリールアミ
ン化合物を溶媒に溶解させ塗布法により成膜し、光、
熱、または電子線により重合膜を形成することを特徴と
する有機発光素子の製造方法。
【請求項１２】  請求項６～１０のいずれかに記載の有
機発光素子の製造方法であって、前記トリアリールアミ
ン化合物を溶媒に溶解させ印刷法により画素を形成し、
光、熱、または電子線により重合膜とすることを特徴と
する有機発光素子の製造方法。
【請求項１３】  請求項６～１０のいずれかに記載の有
機発光素子の製造方法であって、前記トリアリールアミ
ン化合物を溶媒に溶解させインクジェットプリンティン
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グ法により画素を形成し、光、熱、または電子線により
重合膜とすることを特徴とする有機発光素子の製造方
法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、トリアリールアミ
ン化合物、並びに該トリアリールアミン化合物を用いた
重合膜、有機発光素子及びその製造方法に関し、特に有
機化合物からなる薄膜に電界を印加することにより光を
放出する素子に関する。
【０００２】
【従来の技術】有機発光素子は、陽極と陰極間に蛍光性
有機化合物を含む薄膜を扶持させて、各電極から電子お
よびホール（正孔）を注入することにより、蛍光性化合
物の励起子を生成させ、この励起子が基底状態にもどる
際に放射される光を利用する素子である。
【０００３】１９８７年コダック社の研究（Ａｐｐｌ．
Ｐｈｙｓ．Ｌｅｔｔ．５１，９１３（１９８７））で
は、陽極にＩＴＯ、陰極にマグネシウム銀の合金をそれ
ぞれ用い、電子輸送材料および発光材料としてアルミニ
ウムキノリノール錯体を用いホール輸送材料にトリフェ
ニルアミン誘導体を用いた機能分離型２層構成の素子
で、１０Ｖ程度の印加電圧において１０００ｃｄ／ｍ2

程度の発光が報告されている。関連の特許としては，米
国特許４，５３９，５０７号，米国特許４，７２０，４
３２，米国特許４，８８５，２１１号等が挙げられる。
【０００４】また、蛍光性有機化合物の種類を変えるこ
とにより、紫外から赤外までの発光が可能であり、最近
では様々な化合物の研究が活発に行われている。例え
ば、米国特許５，１５１，６２９号，米国特許５，４０
９，７８３号，米国特許５，３８２，４，７７号，特開
平２－２４７２７８号公報，特開平３－２５５１９０号
公報，特開平５－２０２３５６号公報，特開平９－２０
２８７８号公報，特開平９－２２７５７６号公報等に記
載されている。
【０００５】さらに、上記のような低分子材料を用いた
有機発光素子の他にも、共役系高分子を用いた有機発光
素子が、ケンブリッジ大学のグループ（Ｎａｔｕｒｅ，
３４７，５３９（１９９０））により報告されている。
この報告ではポリフェニレンビニレン（ＰＰＶ）を塗工
系で成膜することにより、単層で発光を確認している。
共役系高分子を用いた有機発光素子の関連特許として
は、米国特許５，２４７，１９０号、米国特許５，５１
４，８７８号、米国特許５，６７２，６７８号、特開平
４－１４５１９２号公報、特開平５－２４７４６０号公
報等が挙げられる。
【０００６】このように有機発光素子における最近の進
歩は著しく、その特徴は低印加電圧で高輝度、発光波長
の多様性、高速応答性、薄型、軽量の発光デバイス化が
可能であることから、広汎な用途への可能性を示唆して



(3) 特開２００２－２１２１５０

10

20

30

40

50

3
いる。
【０００７】しかしながら、現状では更なる高輝度の光
出力あるいは高変換効率が必要である。また、長時間の
使用による経時変化や酸素を含む雰囲気気体や湿気など
による劣化等の耐久性の面で未だ多くの問題がある。さ
らにはフルカラーディスプレイ等への応用を考えた場合
の色純度の良い青、緑、赤の発光が必要となるが、この
問題に関してもまだ十分に解決されていない。
【０００８】また、重合膜を有機発光素子に利用した例
として、第５９回応用物理学会学術講演会予稿集Ｎｏ．
３１０９０（１９９８）、第４６回応用物理学関係連合
講演会予稿集Ｎｏ．３１２５７（１９９９）等が挙げら
れるが、これらは蒸着重合系であり重合の制御、生産性
などの面では問題が残る。
【０００９】
【発明が解決しようとする課題】本発明は、このような
従来技術の問題点を解決するためになされたものであ
り、極めて高効率で高輝度、高寿命の光出力を有する有
機発光素子を提供することにある。また、発光波長に多
様性があり、種々の発光色相を呈するとともに極めて耐
久性のある有機発光素子を提供する事にある。さらには
製造が容易でかつ安価に作成可能な有機発光素子を提供
する事にある。
【００１０】
【課題を解決するための手段】本発明者等は、上述の課
題を解決するために鋭意検討した結果、本発明を完成す
るに至った。
【００１１】すなわち、本発明のトリアリールアミン化
合物は、同一分子内に少なくとも複数個の重合性二重結
合を有することを特徴とする。
【００１２】本発明のトリアリールアミン化合物におい
て、前記重合性二重結合が、炭素－炭素の二重結合、好
ましくは、置換または未置換のビニル基、或いは置換ま
たは未置換のアクリル酸エステル基からなること、前記
重合性二重結合基を、少なくとも３個以上有することが
好ましい。
【００１３】また、本発明の重合膜は、前記トリアリー
ルアミン化合物を含有することを特徴とする。
【００１４】また、本発明の有機発光素子は、陽極及び
陰極からなる一対の電極と、該一対の電極間に扶持され
た一または複数の有機化合物からなる層を少なくとも有
する有機発光素子において、前記有機化合物を含む層の
少なくとも一層は、同一分子内に少なくとも複数個の重
合性二重結合を有するトリアリールアミン化合物を含有
する重合膜から成ることを特徴とする。
【００１５】本発明の有機発光素子において、前記重合
膜が、正孔注入層、正孔輸送層、または発光層に用いら
れること、前記重合性二重結合が、炭素－炭素の二重結
合、好ましくは、置換または未置換のビニル基、或いは
置換または未置換のアクリル酸エステル基からなるこ
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と、前記重合性二重結合基を、少なくとも３個以上有す
ることが好ましい。
【００１６】更に、本発明の有機発光素子の製造方法の
第一は、前記有機発光素子の製造方法であって、前記ト
リアリールアミン化合物を溶媒に溶解させ塗布法により
成膜し、光、熱、または電子線により重合膜を形成する
ことを特徴とする。
【００１７】本発明の有機発光素子の製造方法の第二
は、前記有機発光素子の製造方法であって、前記トリア
リールアミン化合物を溶媒に溶解させ印刷法により画素
を形成し、光、熱、または電子線により重合膜とするこ
とを特徴とする。
【００１８】本発明の有機発光素子の製造方法の第三
は、前記有機発光素子の製造方法であって、前記トリア
リールアミン化合物を溶媒に溶解させインクジェットプ
リンティング法により画素を形成し、光、熱、または電
子線により重合膜とすることを特徴とする。
【００１９】本発明では、電荷輸送性あるいは発光性を
有する有機化合物自体に複数個の重合性二重結合を持た
せ、単分子あるいはオリゴマーの状態で成膜し、成膜後
重合を促進させて硬化重合膜を形成するため有機化合物
同士の凝集、結晶化等は起こらず、極めて安定で耐久性
に優れた有機発光素子を提供できる。
【００２０】
【発明の実施形態】以下、本発明を詳細に説明する。
【００２１】本発明のトリアリールアミン化合物は、同
一分子内に少なくとも複数個、好ましくは３個以上の重
合性二重結合を有する。
【００２２】本発明のトリアリールアミン化合物の骨格
をなすトリアリールアミンの具体的な例としては、トリ
フェニルアミン、４，４’，４”－トリス（４－ビフェ
ニル）アミン、４，４’，４”－トリス（４－ターフェ
ニル）アミン、Ｎ，Ｎ－ジフェニル－１－ナフチルアミ
ン、Ｎ，Ｎ－ジ（４－ビフェニル）－１－ナフチルアミ
ン、Ｎ，Ｎ－ジフェニル－１－ピレニルアミン、Ｎ，Ｎ
－ジ（１－ナフチル）アニリン、Ｎ，Ｎ一ジ（４－ビフ
ェニル）アニリン、Ｎ，Ｎ－ジ（２－ピリジル）アニリ
ン等の芳香族炭化水素環、芳香族複素環で置換された３
級アミンが挙げられる。これらの芳香族炭化水素環は置
換基を有することが可能である。
【００２３】また、重合性二重結合の具体的な例として
は、ビニル、アリル、イソプロペニル、１，３－ブタジ
エニル、アクロイル、メタアクロイル等が挙げられ、こ
れらは置換、未置換のいずれでもよい。これらのうちで
も、置換または未置換のビニル基、置換または未置換の
アクリル酸エステル基が好ましい。この重合性二重結合
は、先に述べた芳香族炭化水素環、芳香族複素環で置換
された３級アミンに直接あるいは脂肪族炭化水素、酸素
原子等を介して間接的に置換される。
【００２４】以上の具体例は、あくまで最も代表的なも
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のであり、もちろんこれらに限定されるものではない。
【００２５】次に、本発明の重合膜について説明する。
【００２６】本発明の重合膜は、本発明のトリアリール
アミン化合物を含有する。具体的には、本発明のトリア
リールアミン化合物を重合してなる単独重合膜、ホール
輸送性化合物、発光性化合物、電子輸送性化合物等の他
の化合物を含有させた本発明のトリアリールアミン化合
物を重合してなる複合重合膜が挙げられる。
【００２７】次に、本発明の有機発光素子について説明
する。
【００２８】本発明の有機発光素子において、有機化合
物を含む層の少なくとも一層は、同一分子内に少なくと
も複数個の重合性二重結合基を有するトリアリールアミ
ン化合物を含有する重合膜から成る。他の有機化合物を
含む層は、ゾルゲル法および真空蒸着法や溶液塗布法に
より陽極及び陰極の間に形成する。その有機層の厚みは
１０μｍより薄く、好ましくは０．５μｍ以下、より好
ましくは０．０５～０．５μｍの厚みに薄膜化すること
が好ましい。
【００２９】以下に、図面に沿って本発明を更に詳細に
説明する。
【００３０】図１は本発明の有機発光素子の一例を示す
断面図である。図１は基板上に陽極２、発光層３及び陰
極４を順次設けた構成のものである。ここで使用する発
光素子はそれ自体でホール輸送能、エレクトロン輸送能
及び発光性の性能を単一で有している場合や、それぞれ
の特性を有する化合物を混ぜて使う場合に有用である。
【００３１】図２は本発明の有機発光素子における他の
例を示す断面図である。図２は基板１上に陽極２、ホー
ル輸送層５、電子輸送層６及び陰極４を順次設けた構成
のものである。この場合は発光物質はホール輸送性かあ
るいは電子輸送性のいづれかあるいは両方の機能を有し
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ている材料をそれぞれの層に用い、発光性の無い単なる
ホール輸送物質あるいは電子輸送物質と組み合わせて用
いる場合に有用である。また、この場合発光層３はホー
ル輸送層５あるいは電子輸送層６のいづれかから成る。
【００３２】図３は本発明の有機発光素子における他の
例を示す断面図である。図３は基板１上に陽極２、ホー
ル輸送層５、発光層３，電子輸送層６及び陰極４を順次
設けた構成のものである。これはキャリヤ輸送と発光の
機能を分離したものであり、ホール輸送性、電子輸送
性、発光性の各特性を有した化合物と適時組み合わせて
用いられ極めて材料選択の自由度が増すとともに、発光
波長を異にする種々の化合物が使用できるため、発光色
相の多様化が可能になる。さらに、中央の発光層に各キ
ャリヤあるいは励起子を有効に閉じこめて発光効率の向
上を図ることも可能になる。
【００３３】ただし、図１～３はあくまでごく基本的な
素子構成であり、本発明の有機発光素子の構成はこれら
に限定されるものではない。例えば、電極と有機層界面
に絶縁性層を設ける、接着層あるいは干渉層を設ける、
ホール輸送層がイオン化ポテンシャルの異なる２層から
構成されるなど多様な層構成をとることができる。
【００３４】本発明において、上記トリアリールアミン
化合物を含有する重合膜から成る層は、ホール注入輸送
層、電子輸送層、発光層いずれにも適用することができ
るが、必要に応じてこれまで知られているホール輸送性
化合物（例えば化１～２に示される化合物等）あるいは
発光性化合物（例えば化３に示される化合物等）また電
子輸送性化合物（例えば化４～６に示される化合物等）
を必要に応じて一緒に使用することもできる。
【００３５】
【化１】
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【００３６】
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【化２】
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【００３７】
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【化３】
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【００３８】
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【化４】



(8) 特開２００２－２１２１５０
13

【００３９】
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【化５】
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【００４０】
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【化６】
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【００４１】上記トリアリールアミン化合物を含有する
重合膜から成る層の形成方法は、特に限定されないが、
本発明のトリアリールアミン化合物を溶媒に溶解させ、
塗布法、印刷法、またはインクジェットプリンティング
法により、成膜あるいは画素を形成し、光、熱、または
電子線により重合させることにより形成できる。
【００４２】本発明の有機発光素子において、上記トリ
アリールアミン化合物を含有する重合膜から成る層以外
の有機化合物からなる層は、一般には真空蒸着法あるい
は、適当な溶媒に溶解させて塗布法により薄膜を形成す
る。特に塗布法で成膜する場合は、適当な結着樹脂と組
み合わせて膜を形成することもできる。
【００４３】上記結着樹脂としては広範囲な結着性樹脂
より選択でき、たとえばポリビニルカルバゾール樹脂、
ポリカーボネート樹脂、ポリエステル樹脂、ポリアリレ
ート樹脂、ポリスチレン樹脂、アクリル樹脂、メタクリ
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ル樹脂、ブチラール樹脂、ポリビニルアセタール樹脂、
ジアリルフタレート樹脂、フェノール樹脂、エポキシ樹
脂、シリコーン樹脂、ポリスルホン樹脂、尿素樹脂等が
挙げられるが、これらに限定されるものではない。ま
た、これらは単独または共重合体ポリマーとして１種ま
たは２種以上混合してもよい。
【００４４】陽極材料としては仕事関数がなるべく大き
なものがよく、例えば、金、白金、ニッケル、パラジウ
ム、コバルト、セレン、バナジウム等の金属単体あるい
はこれらの合金、酸化錫、酸化亜鉛、酸化錫インジウム
（ＩＴＯ），酸化亜鉛インジウム等の金属酸化物が使用
できる。また、ポリアニリン、ポリピロール、ポリチオ
フェン、ポリフェニレンスルフィド等の導電性ポリマー
も使用できる。これらの電極物質は単独で用いてもよ
く、複数併用することもできる。
【００４５】一方、陰極材料としては仕事関数の小さな
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ものがよく、リチウム、ナトリウム、カリウム、カルシ
ウム、マグネシウム、アルミニウム、インジウム、銀、
鉛、錫、クロム等の金属単体あるいは複数の合金として
用いることができる。酸化錫インジウム（ＩＴＯ）等の
金属酸化の利用も可能である。また、陰極は一層構成で
もよく、多層構成をとることもできる。
【００４６】本発明で用いる基板としては、特に限定す
るものではないが、金属製基板、セラミックス製基板等
の不透明性基板、ガラス、石英、プラスチックシート等
の透明性基板が用いられる。また、基板にカラーフィル
ター膜、蛍光色変換フィルター膜、誘電体反射膜などを
用いて発色光をコントロールする事も可能である。
【００４７】なお、作成した素子に対して、酸素や水分
等との接触を防止する目的で保護層あるいは封止層を設
けることもできる。保護層としては、ダイヤモンド薄
膜、金属酸化物、金属窒化物等の無機材料膜、フッソ樹
脂、ポリパラキシレン、ポリエチレン、シリコーン樹
脂、ポリスチレン樹脂等の高分子膜さらには、光硬化性
樹脂等が挙げられる。また、ガラス、気体不透過性フィ
ルム、金属などをカバーし、適当な封止樹脂により素子
自体をパッケージングすることもできる。
【００４８】
【実施例】以下、実施例により本発明をさらに具体的に
説明していくが、本発明はこれらに限定されるものでは
ない。
【００４９】［実施例１］
＜４，４’，４”－トリビニルトリフェニルアミンの合
成＞３リットル三ツロフラスコにＤＭＦ６００ｇを仕込
み、氷水浴にて冷却撹拌した。オキシ塩化リン１２５６
ｇを１０℃以下に保ちながら滴下し、滴下終了後１５分
間撹拌を続けた。次に、トリフェニルアミン５０ｇ
（０．２０４ｍｏｌ）をＤＭＦ２５０ｍｌに懸濁分散さ
せ、先に調合した撹拌液に注加した。反応温度を徐々に
昇温し８０℃にて１００時間加熱撹拌を続けた。酢酸ナ
トリウム４０００ｇを水４０リットルに溶解させたもの
を用意し、この中に先の反応液を注加し、結晶を析出さ
せた。結晶を濾過した後トルエンに溶解させ水洗を３回
行った。トルエンを減圧濃縮しヘキサンを加えることに
より結晶を析出させ濾過、乾燥することにより、４，
４’，４”－トリホルミルトリフェニルアミンの粗結晶
５５．２ｇを得た。得られた粗結晶をシリカゲルカラム
を用いて精製することにより４，４’，４”－トリホル
ミルトリフェニルアミン精製品、緑黄色結晶１６．５ｇ
を得た。
【００５０】５００ｍｌ四ツロフラスコにＤＭＦ２００
ｍｌを仕込み、氷水浴にて５℃以下まで冷却した。この
液にナトリウムメトキシド１８．４ｇを添加し、さらに
トリフェニルホスフィンメチルブロマイドを７３．０ｇ
を添加し３０分間撹拌を続けた。次に４，４’，４”－
トリホルミルトリフェニルアミン１５．０ｇをＤＭＦ２
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００ｍｌに溶解させたものを滴下温度を１０℃以下に保
ちながら１時間かけて滴下した。さらに、３０℃にて２
時間、６０℃にて４時間加熱撹拌を続けた。得られた反
応液を水５００ｍｌで希釈しトルエン抽出、水洗を３回
繰り返し、トルエンを減圧濃縮することにより４，
４’，４”－トリビニルトリフェニルアミンの粗結晶１
２．５ｇを得た。得られた粗結晶をシリカゲルカラムを
用いて精製することにより目的物の４，４’，４”－ト
リビニルトリフェニルアミン精製品、白色針状結晶８．
９ｇを得た。この化合物の赤外吸収スペクトルを図４に
示す。
【００５１】［実施例２］
＜図２に示す素子の作成＞ガラス基板上に酸化錫インジ
ウム（ＩＴＯ）をスパッタ法にて１２０ｎｍの膜厚で成
膜したものを透明導電性支持基板１として用いた。これ
をアセトン、イソプロピルアルコール（ＩＰＡ）で順次
超音波洗浄し、ＩＰＡで煮沸洗浄、乾燥をした。さら
に、ＵＶ／オゾン洗浄したものを透明導電性支持基板と
して使用した。
【００５２】４，４’，４”－トリビニルトリフェニル
アミン０．１０ｇをトルエン５．０ｇに溶解させ溶工液
を調整した。この溶工液を用いて、透明支持基板上にス
ピンコート法（２０００ｒｐｍ）により成膜し、紫外線
を３分間照射した後、窒素雰囲気下、８０℃にて１０
分、１２０℃にて２時間熱処理を行い５５ｎｍの膜厚の
トリフェニルアミン重合膜を作成した。
【００５３】さらに、アルミニウムキノリノール（Ａｑ
ｌ３）を真空蒸着法にて膜厚５０ｎｍの電子輸送兼発光
層を形成した。蒸着時の真空度は１．０×１０-4Ｐａ、
成膜速度は０．３ｎｍ／ｓｅｃの条件で成膜した。
【００５４】次に、アルミニウムとリチウム（リチウム
濃度１原子％）からなる蒸着材料を用いて、先ほどの有
機層の上に、真空蒸着法により厚さ２００ｎｍの金属層
膜を形成し、図２に示す構造の素子を作成した。蒸着時
の真空度は１．０×１０-4Ｐａ、成膜速度は１．０～
１．２ｎｍ／ｓｅｃの条件で成膜した。
【００５５】この様にして得られた素子に、ＩＴＯ電極
を正極、Ａｌ－Ｌｉ電極を負極にして、７Ｖの直流電圧
を印加すると５．３ｍＡ／ｃｍ2の電流密度で電流が流
れ、初期輝度２３０ｃｄ／ｍ2の緑色発光が観測され
た。
【００５６】［実施例３］
＜図１に示す素子の作成＞ガラス基板上に酸化錫インジ
ウム（ＩＴＯ）をスパッタ法にて１２０ｎｍの膜厚で成
膜したものを透明導電性支持基板として用いた。これを
アセトン、イソプロピルアルコール（ＩＰＡ）で順次超
音波洗浄し、ＩＰＡで煮沸洗浄、乾燥をした。さらに、
ＵＶ／オゾン洗浄したものを透明導電性支持基板として
使用した。
【００５７】４，４’，４”－トリビニルトリフェニル
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アミン０．１０ｇおよびＣＮ－ＰＰＶ０．０５０ｇをキ
シレン１０ｍｌに溶解させ溶工液を調整した。この溶工
液を用いて、透明支持基板上にスピンコート法（２００
０ｒｐｍ）により成膜し、窒素雰囲気下、８０℃にて１
時間、１２０℃にて２時間熱処理を行い１１０ｎｍの膜
厚のトリフェニルアミン重合体とＣＮ－ＰＰＶの複合膜
を作成した。
【００５８】次に、アルミニウムとリチウム（リチウム
濃度１原子％）からなる蒸着材料を用いて、先ほどの有
機層の上に、真空蒸着法により厚さ１５０ｎｍの金属層
膜を形成し、図１に示す構造の素子を作成した。蒸着時
の真空度は１．０×１０-4Ｐａ、成膜速度は１，０～
１．２ｎｍ／ｓｅｃの条件で成膜した。
【００５９】この様にして得られた素子に、ＩＴＯ電極
を正極、Ａｌ－Ｌｉ電極を負極にして、１１Ｖの直流電
圧を印加すると２１．８ｍＡ／ｃｍ2の電流密度で電流
が流れ、初期輝度１７０ｃｄ／ｍ2の青色発光が観測さ
れた。
【００６０】［実施例４］
＜図３に示す素子の作成＞ガラス基板上に酸化錫インジ
ウム（ＩＴＯ）をスパッタ法にて１２０ｎｍの膜厚で成
膜したものを透明導電性支持基板として用いた。これを
アセトン、イソプロピルアルコール（ＩＰＡ）で順次超
音波洗浄し、ＩＰＡで煮沸洗浄、乾燥をした。さらに、
ＵＶ／オゾン洗浄したものを透明導電性支持基板として
使用した。
【００６１】４，４’，４”－トリビニルトリフェニル
アミン０．１０ｇをトルエン５．０ｇに溶解させ溶工液
を調整した。この溶工液を用いて、透明支持基板上にス
ピンコート法（２０００ｒｐｍ）により成膜し、紫外線
を３分間照射した後、窒素雰囲気下、８０℃にて１０
分、１２０℃にて２時間熱処理を行い５５ｎｍの膜厚の
トリフェニルアミン重合膜を作成した。この上に、クマ
リン６（１．０ｗｔ％）とアルミニウムキノリノールの
共蒸着膜を２００ｎｍの膜厚で成膜し、さらにアルミノ
ウムキノリノールを蒸着法により３００ｎｍの膜厚で成
膜した。
【００６２】次に、アルミニウムとリチウム（リチウム
濃度１原子％）からなる蒸着材料を用いて、先ほどの有*
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*機層の上に、真空蒸着法により厚さ２００ｎｍの金属層
膜を形成し、図３に示す構造の素子を作成した。蒸着時
の真空度は１．０×１０-4Ｐａ、成膜速度は１．０～
１．２ｍｎ／ｓｅｃの条件で成膜した。
【００６３】この様にして得られた素子に、ＩＴＯ電極
を正極、Ａｌ－Ｌｉ電極を負極にして、８Ｖの直流電圧
を印加すると５．１ｍＡ／ｃｍ2の電流密度で電流が流
れ、初期輝度３７０ｃｄ／ｍ2の緑色発光が観測され
た。
【００６４】また、この素子を窒素雰囲気下８０℃にお
いて、電流密度３．０ｍＡ／ｃｍ2に保ち、１０００時
間電圧を印加したところ、初期輝度２００ｃｄ／ｍ2か
ら１０００時間後輝度１７５ｃｄ／ｍ2と輝度劣化は非
常に少なかった。
【００６５】
【発明の効果】本発明のトリアリールアミンの重合膜を
用いた有機発光素子は、実施例から示される通り、低い
印加電圧で高輝度な発光が得られ、耐久性にも優れてい
る。さらに、素子の作成も真空蒸着あるいはキャスチン
グ法等は勿論、塗布法、印刷法、インクジェットプリン
ティング法を用いて作成可能であり、比較的安価で大面
積の素子を容易に作成できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明における有機発光素子の一例を示す断面
図である。
【図２】本発明における有機発光素子の他の例を示す断
面図である。
【図３】本発明における有機発光素子の他の例を示す断
面図である。
【図４】４，４’，４”－トリビニルトリフェニルアミ
ンの赤外吸収スペクトルである。
【符号の説明】
１  基板
２  陽極
３  発光層
４  陰極
５  ホール輸送層
６  電子輸送層

【図１】 【図２】
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